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概 要

与えられた整数 (A,B,C)(最大公約数は 1)に対してAσ(a)+Bφ(a)−Ca =
D の解 a を (A,B,C) 完全数という.

1. (A,B,C) 完全数
与えられた 整数 (A,B,C)(最大公約数は 1 とする) に対してAσ(a)+Bφ(a)−Ca = D

の解 a を定数項 D の (A,B,C) 完全数という.

定数 k とそれの因子にならない素数 p について a = kp が (A,B,C) 完全数になる場
合の素数 p が無数にある (a = kp :B 型解)とする.

Aσ(k) +Bφ(k)−Ck = 0 を満たす k を (A,B,C) 完全数の固有完全数といい, これを
k0 とおく.

D0 = Aσ(k0)−Bφ(k0) と書いて, D0 を宇宙定数項という.

Aσ(a) +Bφ(a)− Ca = D0 の解を固有完全数 k0の (A,B,C) 宇宙完全数とよぶ.

固有完全数 と (A,B,C) 宇宙完全数を定めることが基本課題だが定数項 D を選ぶと
(A,B,C) 完全数に興味あるものが出る.

2. (0,2,1) 宇宙完全数
はじめに最も易しい場合を扱う. 定数項 D の (0,2,1)完全数の方程式は 2φ(a)−a = D.

k0 = 2e が 固有完全数.　D0 = −2φ(k0) = −2e が宇宙定数項.

2φ(a) − a = D0 = −2e が (0,2,1) 宇宙完全数の方程式で e = η, L は素数 p とな
り,(0,2,1) 宇宙完全数は a = 2ep, (p :奇素数).

一方 ,2φ(a)− a = D = 1 の解5個はフェルマ素数の積という著しい特色を持つ.

3. 固有完全数1の定理
(A,B,C) 完全数の固有完全数k0が1のときを考える.

Aσ(k0) + Bφ(k0) − Ck0 = A + B − C = 0. k0 = 1 なので無数の素数 p が解となり
宇宙定数項D0はD0 = A−B .

素数 q( ̸= p) がありそのべき qη, (η > 1) が解と仮定すると A = B − 1 . さらに
,C = 2B − 1.

逆も成り立ち, (B − 1)σ(a) + Bφ(a)− (2B − 1)a = −1 は素数 p を解に持つ.

定理 1 (B − 1)σ(a) + Bφ(a) − (2B − 1)a = −1 がある素数のべき qε, (ε > 1) を解に
持つと B は素数 qになり, 素数 q のすべてのべき qη が解になる.
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表 1: 2φ(a)− a = 1

a 素因数分解
3 3

15 3 ∗ 5
255 3 ∗ 5 ∗ 17
65535 3 ∗ 5 ∗ 17 ∗ 257

4294967295 3 ∗ 5 ∗ 17 ∗ 257 ∗ 65537
83623935 3 ∗ 5 ∗ 17 ∗ 353 ∗ 929

6992962672132095 3 ∗ 5 ∗ 17 ∗ 353 ∗ 929 ∗ 83623937

B = 2 なら (1,2,3) 完全数で 固有完全数 k0 = 1 のとき, 宇宙完全数は すべての奇素
数 と 2ε であると期待される.

定数項 D = −2 の解は素数の積み上げ解.

表 2: σ(a) + 2φ(a)− 3a = −2 の解の表

a 素因数分解
6 2 ∗ 3
30 2 ∗ 3 ∗ 5
870 2 ∗ 3 ∗ 5 ∗ 29

745590 2 ∗ 3 ∗ 5 ∗ 29 ∗ 857
547931854230 2 ∗ 3 ∗ 5 ∗ 29 ∗ 857 ∗ 734897

295923739527652742180310 2 ∗ 3 ∗ 5 ∗ 29 ∗ 857 ∗ 734897 ∗ 540073984097
9 32

20 22 ∗ 5
272 24 ∗ 17
65792 28 ∗ 257

4295032832 216 ∗ 65537

σ(a) + 2φ(a)− 3a = −2 の解はこれで尽きていると思われる.

フェルマ素数は５つあって,終わりの3個の素数の最後は7.

ここでは素数は6つあって終わりの3個の素数の最後は7.

飯高茂の誕生日は 5月29日 (奇跡的な符合?長らく数学をやったご褒美.)
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